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阪神高速道路株式会社（本社：大阪市北区、代表取締役社長：吉田 光市）は、港大橋（阪神高速 4 号

湾岸線、5 号湾岸線、16 号大阪港線）が、1974 年（昭和 49 年）7 月 15 日に開通し、本年で開通

50 周年を迎えることを記念して、これまでご利用いただいた多くのお客さまや地域・社会の皆さまへ感

謝の気持ちをお伝えする港大橋開通 50 周年イベントを開催しています。この度、『港大橋登頂ツアー』、

『こども絵画コンクール』のイベント開催が決まりましたので、ご案内いたします。イベントの詳細につ

いては、現在公開中の港大橋開通50周年特設サイトにて公開しておりますので、ぜひご確認ください。 
 

港大橋開通50周年特設サイト 

トップページ：https://www.hanshin-exp.co.jp/company/skill/minato-bridge/  

イベント情報：https://www.hanshin-exp.co.jp/company/skill/minato-bridge/event/ 
 
（1） 港大橋登頂ツアーの開催 

港大橋開通 50 周年イベントとして、『港大橋登頂ツアー』（協賛：(一社)日本橋梁建設協会）を開

催します。普段入ることができない港大橋の登頂体験に加え、港大橋の魅力等をお伝えするパネル

展示ブースも予定しています。 

【開催日時】2024年7月15日（月・祝） ※時間は変更になる場合があります 

午前の部 ①9：30～12：00、②10：30～13：00 

午後の部 ③13：30～16：00、④14：30～17：00 

【募集人数】約40人（午前・午後で各20人程度）事前応募制 

【応募期間】2024年5月24日（金）～2024年6月17日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             港大橋登頂イメージ 

（2） こども絵画コンクールの開催 

港大橋が開通50周年を迎えることを記念して、「あったら

いいな！こんな未来の橋」をテーマとした『こども絵画コ

ンクール』（協賛：(一社)日本橋梁建設協会）を開催します。

また、コンクール作品の表彰式や展示会も予定しています。 

◼ こども絵画コンクールの募集 

【募集期間】2024年5月24日（金）～2024年９ 

月９日（月） 

【応募資格】小学校に在学中の方 

【賞 品】最優秀賞：図書カード３万円分＋副賞、優秀賞ほか 

『港大橋登頂ツアー』『こども絵画コンクール』を開催します  

～港大橋開通 50 周年イベント～          



 

 

◼ コンクール作品の表彰式・展示会 

＜表彰式＞ 

【開催日時】2024年10月下旬（予定） 

【開催場所】阪神高速4号湾岸線 泉大津PA（海側）11F（予定） 

＜展示会＞ 

【展示期間】2024年10月下旬から2週間程度（予定） 

【展示場所】阪神高速4号湾岸線 泉大津PA（海側）11F（予定） 

※表彰式・展示会の詳細については、決まり次第（7月下旬 予定）、特設サイトにてご案内

します。 

 

 

 

≪港大橋開通50周年特設サイト及びその他のイベントについて≫ 

◆ 港大橋開通50周年を記念して特設サイトを公開しており、イベント情報のほか、様々なコンテン

ツを公開しています。その他の情報、イベントについても、特設サイトにて順次お知らせいたしま

す。 

【主な公開中コンテンツ】 

・港大橋の概要 ：港大橋の概要と「建設」「地震対策」「点検」に関する技術の紹介 

・港大橋の50年：これまでの港大橋のできごと、港大橋をとりまくできごとに関する紹介 

・つながるバトン：港大橋の建設時から現在、そしてこれからの未来にかけた想いに関する紹介 

・橋ってなぁに？：「橋」が何のためにあるのか等、子どもにも分かりやすい「橋」の紹介 

 

◆ 阪神高速フォトコンテスト「港大橋のある風景」を開催しています。 

【募集期間】2024年4月10日（水）～2024年8月18日（日） 

【応募資格】プロ・アマチュアは問いません 

【撮影期間】建設当時（1974年）～2024年8月18日（日） 

【賞 品】最優秀賞：ギフトカード３万円分、優秀賞ほか 

 



 

 

≪港大橋について≫ 

港大橋は、当時開発が進められていた大阪ベイエリアへのアク

セス向上を目的として建設された阪神高速初の長大橋であるとと

もに、我が国の長大橋建設の先駆けになりました。その建設にあ

たっては様々な技術的課題があったにも関わらず、産官学が一体

となって創意工夫を行い、1970年（昭和45年）7月15日の

起工式からわずか4年で開通を果たしました。同時に、湾岸線の

工事が本格的に進められることになり、りんくうJCT（４号湾岸

線）～六甲アイランド北（５号湾岸線）までを供用するに至りま

した。 

湾岸線の供用以降においても、港大橋では兵庫県南部地震の経

験を踏まえた巨大地震に対する備えとして「免震技術」「制震技術」

等の新技術を取り入れ、更に効果的・効率的な維持管理を確立す

る取り組みとして、新たに橋梁点検台車「Dr.RING」を設置する

等、阪神高速としての橋梁技術の象徴とも言える橋となっていま

す。 

現在、港大橋をご利用いただいている日々の交通量は上下線合

わせて約 10 万台に達し、今も皆さまの暮らしを支え続けていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お問い合わせ先 
港大橋開通 50 周年イベントの全体に関すること： 
阪神高速道路㈱ 技術部技術企画課 06-6203-8888［代表］ （平日 10：00～17：00） 

イベントに関してご取材をいただける場合は、広報課までご連絡をお願いいたします 
 

港大橋 

位置図 










